
東芝は、デジタル製品のデータ容量を大幅に増やすことが可能となる、３次元フラッシュメモリの生産拡
大を目的として、四日市工場に隣接する土地に新たな製造棟を建設する計画を発表しました。

主力生産拠点である四日市工場では６つ目の製造棟となり、2017年度中の稼動を目指して計画を進める
見通しです。投資額は、2016年度以降の３年間で約3,600億円となる見込みで、新製造棟の生産能力など詳
細な計画は2016年度中に決定される予定となっています。

今後拡大の見込まれるスマートフォンや大規模データセンター向けの需要に対応するための増産体制が
整うことが期待されます。

東芝が四日市市内に３次元フラッシュメモリ新製造棟の建設計画を発表

三重・愛知 全国・海外
●三重県は、正月三が日の県内主要施設観光客数を

117万人と発表。伊勢志摩サミット開催を控え、好
天に恵まれたことから前年比14.2％増加。〈1/6〉

●伊勢市は、同市内に赤福が新工場を建設する
と発表。約40億円を投資し、2019年７月の操
業開始を目指す見通し。〈1/20〉

●全国都道府県対抗駅伝大会が行われ、女子
（34回目で初）、男子（15年ぶり２度目）ともに
愛知県が優勝。〈1/17・24〉

●三菱地所は、大名古屋ビルヂングをグランドオー
プン。開業後の１年間で、衣料店や飲食店など
商業施設の売上額目標は100億円。〈3/9〉

●東芝が、四日市工場の隣接地に３次元フラッシュ
メモリの新製造棟を建設する計画を発表。投資
総額は約3,600億円となる見込み。〈3/17〉

●丸川環境大臣が、四日市公害と環境未来館を
視察。四日市公害訴訟の原告と面会し、公害の
歴史を引き継ぐ重要性を確認。〈3/19〉

●トヨタ自動車は、１月に発生した製鋼所の爆発事
故の影響で部品供給が滞ったため、国内の完成
車組み立てラインの稼動を停止。〈2/8～13〉

●「ＡＳＥＡＮ環境フォーラムin三重」が四日市市で開
催され、三重県の鈴木知事や各国の大使らが参
加。環境と産業の両立などについて議論。〈2/12〉

●新東名高速道路の浜松いなさJCT～豊田東
JCT間が開通。渋滞緩和や観光客増加などに
より、経済の活性化につながる期待。〈2/13〉

●サウジアラビアは、イランとの外交関係を断絶す
ると発表。イスラム教の内部で深刻化する宗派
間の対立が背景に。〈1/3〉

●甘利経済再生担当大臣は、建設会社と秘書と
の金銭授受問題の責任を取って辞任することを
表明。後任は石原元環境大臣に。〈1/28〉

●日本銀行は、金融政策決定会合で「マイナス金利
付き量的・質的金融緩和」の導入を決定。これを受
けて長期金利は過去最低水準まで低下。〈1/29〉

●大津地裁は、関西電力高浜原発３・４号機の運
転を差し止める仮処分を決定。稼動している原発
が司法判断によって停止するのは初めて。〈3/9〉

●米国のオバマ大統領は、現職大統領として88年
ぶりにキューバを訪問。 今後、両国間で国交正常
化に向けた動きが拡大する見通し。〈3/20～22〉

●ＥＵ本部があるベルギーの首都ブリュッセルで、
空港や駅を狙った同時多発テロが発生。ＩＳ（イ
スラム国）が犯行声明を発表。〈3/22〉

●財務省は、2015年の旅行収支を約１兆1,217億
円と発表。訪日外国人の大幅増や、中国人客の

「爆買い」が押し上げ、53年ぶりの黒字に。〈2/8〉
●シャープは、台湾の鴻海（ホンハイ）精密工業の支

援策受け入れを決定。〈2/25〉ただし、支援額などを
巡る交渉が長期化し、正式契約は４月２日に締結。

●国勢調査によると、2015年10月1日時点の日本の総
人口（外国人含む）は約１億2,711万人。2010年の
前回調査から約95万人減少し、初の減少。〈2/26〉

1月

三重・愛知 全国・海外
●主要７ヶ国の首脳らが集う「伊勢志摩サミット」が

三重県志摩市で開催。経済や外交、貧困に関
する問題などについて、幅広く議論。三重県は、
サミット開催による観光客増加などのプラス効果
を未来につなぐための取り組みを、開催期間後
も継続して実施する予定。〈5/26～27〉

●日本郵便は、ＪＰタワー名古屋内の地下１階から３
階に位置する商業施設「ＫＩＴＴＥ名古屋」を開業
し、レストランなど計36店舗が出店予定。〈6/17〉

●家庭・商店向けの電力小売り自由化が開始。地域
毎に決まっていた電力会社以外の企業との契約
が可能になり、選択肢が拡大することに。〈4/1〉

●2017年卒業予定の学生に対する面接などの
選考活動が解禁。解禁時期は昨年より２ヶ月前
倒しされ、学生にとって「短期決戦」に。〈6/1〉

●選挙権年齢が18歳以上へ引き下げ。政府は、大
学内に期日前投票所を設置するなど、７月の参院
選で若者の投票率上昇を目指す方針。〈6/19〉
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リージョネット三重は三重銀行グループ・三重銀総研が運営する
三重の特産品販売サイトです。
三重銀総研は、ネットビジネスを通じて地域産品の販売促進をお手伝いし、
地域経済の活性化をサポートしています。
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